
平成™™年˜—月™�日 火曜日 第œ›™›号官 報
三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

黒
倉
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
五

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
五
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
昭
和
六
十

二
年
建
設
省
告
示
第
千
七
百
九
十
一
号
で
指
定
し
た

同
号
二
十
三
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町
平
山

字
向
山

一
〇
番
一
一

一
号

一
一
番
三

二
号

二
九
番
一

三
号
及
び
四
号

一
二
番
一

五
号

一
三
番
一

六
号

一
三
番
二

七
号

一
四
番

八
号

字
向
貝
津

四
番
七

九
号

一
番
一
八

十
号

字
御
堂
ノ
後

二
〇
番

十
一
号
及
び
十
二
号

一
六
番

十
三
号

一
九
番

十
四
号

一
番
一

十
五
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
六
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

新
光
寺
の
小
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
及
び
こ
れ
ら
の
土
地
に
接
す

る
道
路
の
内
そ
の
接
し
て
い
る
区
間
の
道
路
敷

鹿
児
島
県
垂
水
市
新
御
堂

字
鍋
ヶ
久
保

一
三
三
五
番
三
か
ら
一
三
三
五
番
六
ま

で

ロ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
イ
に
掲

げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

鹿
児
島
県
垂
水
市
新
御
堂

字
鍋
ヶ
久
保

一
三
三
六
番
一

一
号
及
び
六
号

一
三
三
五
番
六

二
号

一
三
三
八
番
一

三
号
か
ら
五
号
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
七
号

次
の
信
号
符
字
を
点
附
し
た
の
で
、
船
舶
法
施
行
細
則

（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

信
号
符
字
船
舶

番
号

船
名

点
附

年
月
日

平
成

７
Ｊ
Ｈ
Ｖ

1
4
1
3
1
3
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｎ

2
2
.
9
.
1
5

Ｊ
Ｄ
3
0
4
7

1
4
1
2
1
9

7
7三
協
丸

2
2
.
9
.
1
4

Ｊ
Ｄ
3
0
9
0

1
4
1
2
8
6
末
広
丸

2
2
.
9
.
6

Ｊ
Ｄ
3
1
0
5

1
4
1
3
0
6
宝
伸
丸

2
2
.
9
.
2
2

Ｊ
Ｄ
3
1
1
4

1
4
1
3
2
4
海
誠
丸

2
2
.
9
.
2
2

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
八
号

次
の
信
号
符
字
を
取
り
消
し
た
の
で
、
船
舶
法
施
行
細

則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

信
号
符
字
船
舶

番
号

船
名

取
消

年
月
日

平
成

７
Ｊ
Ｅ
Ｔ

1
4
0
9
4
2
飛
洋
丸

2
2
.
9
.
1
5

８
Ｊ
Ｇ
Ｕ

1
2
5
3
5
3
に
ゅ
ー
よ
ー
く
は

い
う
ぇ
い

2
2
.
9
.
1
0

Ｊ
Ｒ
Ｂ
Ｂ

1
2
1
6
9
7
ほ
く
と

2
2
.
9
.
2
4

Ｊ
Ｄ
2
3
9
5

1
1
8
6
0
2
第
六
十
五
永
昌
丸

2
2
.
9
.
2
8

Ｊ
Ｄ
2
7
5
8

1
3
5
3
5
6
り
ゅ
う
え
い

2
2
.
9
.
2
2

Ｊ
Ｆ
2
1
0
2

1
2
0
0
4
5
苗
場

2
2
.
9
.
2
7

Ｊ
Ｇ
4
4
6
8

1
2
6
8
6
9
第
八
十
六
稲
荷
丸

2
2
.
9
.
1
6

Ｊ
Ｇ
4
7
8
6

1
3
1
1
0
2
な
が
せ

2
2
.
9
.
1
3

Ｊ
Ｈ
3
0
1
8

1
3
0
0
2
4
亮
栄
丸

2
2
.
9
.
1
3

Ｊ
Ｈ
3
2
5
3

1
3
3
2
7
8
末
広
丸

2
2
.
9
.
2
9

Ｊ
Ｈ
3
2
7
3

1
3
3
1
7
3
喜
美
丸

2
2
.
8
.
3
1

Ｊ
Ｉ
3
1
3
0

1
2
5
1
5
8
み
さ
き

2
2
.
9
.
1
5

Ｊ
Ｊ
3
8
1
1

1
3
2
3
1
3
第
八
大
栄
丸

2
2
.
9
.
8

Ｊ
Ｋ
4
6
2
3

1
2
7
9
0
4
富
士
山
丸

2
2
.
9
.
2
9

Ｊ
Ｋ
4
9
2
3

1
3
1
0
3
9
宝
伸
丸

2
2
.
9
.
2
1

Ｊ
Ｋ
4
9
8
0

1
3
1
0
3
0
第
八
昭
和
丸

2
2
.
9
.
7

Ｊ
Ｋ
5
1
5
5

1
3
2
5
6
5
さ
ん
か
つ
ら

2
2
.
9
.
9

Ｊ
Ｋ
5
4
8
1

1
3
4
7
9
5
徳
祥

2
2
.
9
.
1
7

Ｊ
Ｋ
5
5
6
6

1
3
6
1
4
6
か
み
や
丸

2
2
.
9
.
9

Ｊ
Ｌ
5
8
1
2

1
3
1
4
2
0
観
幸
丸

2
2
.
9
.
1
0

Ｊ
Ｌ
5
8
2
5

1
3
1
4
8
3
第
十
朝
朋
丸

2
2
.
9
.
2
9

Ｊ
Ｍ
4
5
9
8

1
2
2
9
0
3
第
７
ハ
ト
丸

2
2
.
9
.
1
7

Ｊ
Ｍ
5
0
6
9

1
2
4
8
3
8
第
3
5ま
る
た
か

2
2
.
9
.
1

Ｊ
Ｍ
5
1
8
4

1
2
6
9
0
3
第
一
弘
和
丸

2
2
.
9
.
1
5

Ｊ
Ｍ
5
7
8
1

1
3
0
4
3
1
南
西
丸

2
2
.
9
.
1

Ｊ
Ｍ
5
9
1
4

1
3
1
3
1
3
第
壱
平
成
丸

2
2
.
9
.
1
7

Ｊ
Ｍ
6
1
7
5

1
3
2
7
5
5
松
栄
丸

2
2
.
9
.
1

Ｊ
Ｍ
6
2
1
2

1
3
3
5
0
2
み
な
か
た

2
2
.
9
.
2
1

Ｊ
Ｍ
6
4
5
2

1
3
4
5
4
4
第
六
十
一
幸
栄
丸

2
2
.
9
.
7

Ｊ
Ｍ
6
4
7
4

1
3
5
4
8
3
第
二
山
田
丸

2
2
.
9
.
3

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
号

次
の
船
舶
国
籍
証
書
は
無
効
と
な
っ
た
の
で
、
船
舶
法

施
行
細
則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第

四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

証
書
番
号

証
書
の

日
付

船
舶

番
号

船
名

平
成

Ａ
0
2
1
3
1
0
3
3

1
4
.
1
0
.
8

1
2
5
1
5
8
み
さ
き

Ａ
0
6
1
1
1
4
0
7

1
8
.
9
.
2
0

1
3
3
1
7
3
喜
美
丸

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
十
号

次
の
船
舶
国
籍
証
書
を
無
効
と
し
た
の
で
、
船
舶
法
施

行
細
則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
四

十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

証
書
番
号

証
書
の

日
付

船
舶

番
号

船
名

平
成

Ａ
0
5
1
3
1
0
6
9

1
7
.
1
1
.
3
0

1
2
8
7
5
0
コ
ン
テ
ッ
ク
ス

Ａ
0
8
1
3
1
0
5
9

2
0
.
1
2
.
2
4

1
3
4
6
8
4
Ｏ
Ｍ
Ｃ

〇
環
境
省
告
示
第
六
十
七
号

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
愛
知
高
原
国
定
公
園

の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
公
示
す
る
。

変
更
後
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
は
、
環
境
省
及
び
愛

知
県
庁
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日

環
境
大
臣

松
本

È

一

追
加
す
る
区
域

愛
知
県
春
日
井
市
木
附
町
の
一
部

愛
知
県
豊
田
市
上
高
町
、
山
中
町
及
び
京
ヶ
峰
の
各

一
部

二

区
域
を
表
示
し
た
図
面
（
省
略
）

〇
環
境
省
告
示
第
六
十
八
号

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）

第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
愛
知
高
原
国
定
公
園

に
関
す
る
公
園
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

変
更
後
の
公
園
計
画
を
表
示
し
た
図
面
は
、
環
境
省
及

び
愛
知
県
庁
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日

環
境
大
臣

松
本

È

一

特
別
地
域
に
次
の
区
域
を
追
加
す
る
。

愛
知
県
春
日
井
市
木
附
町
の
一
部

愛
知
県
豊
田
市
上
高
町
、
山
中
町
及
び
京
ヶ
峰
の
各

一
部

二

特
別
地
域
か
ら
次
の
区
域
を
削
除
す
る
。

愛
知
県
豊
田
市
島
崎
町
、
藤
沢
町
、
富
田
町
、
西
広

瀬
町
、
勘
八
町
及
び
松
平
町
の
各
一
部

三

第
二
種
特
別
地
域
に
次
の
区
域
を
追
加
す
る
。

愛
知
県
春
日
井
市
廻
間
町
の
一
部

愛
知
県
豊
田
市
上
高
町
、
山
中
町
、
矢
並
町
及
び
坂

上
町
の
各
一
部

四

第
三
種
特
別
地
域
に
次
の
区
域
を
追
加
す
る
。

愛
知
県
春
日
井
市
木
附
町
の
一
部

愛
知
県
豊
田
市
京
ヶ
峰
の
一
部

五

第
三
種
特
別
地
域
か
ら
次
の
区
域
を
削
除
す
る
。

愛
知
県
春
日
井
市
廻
間
町
の
一
部

愛
知
県
豊
田
市
島
崎
町
、
藤
沢
町
、
富
田
町
、
西
広

瀬
町
、
勘
八
町
、
松
平
町
、
矢
並
町
及
び
坂
上
町
の
各

一
部

六

次
の
単
独
施
設
を
追
加
す
る
。

種

類

位

置

休
憩
所

愛
知
県
豊
田
市
羽
布
町
（
三

河
湖
）

展
望
施
設

愛
知
県
豊
田
市
羽
布
町
（
三

河
湖
）

七

公
園
計
画
を
表
示
し
た
図
面
（
省
略
）

〇
環
境
省
告
示
第
六
十
九
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項

の
産
業
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
に
係
る
認
定
の
申
請
が

あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日

環
境
大
臣

松
本

È

�
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